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１ 本委員会の設置 

（１）設置の経過 

本委員会は、東京都議会として、「２０２０年に開催される第３２回オリンピック競

技大会及び第１６回パラリンピック競技大会の東京招致に向けた調査研究及び必要

な活動を行うこと」を目的として、平成２５年８月８日の平成２５年第一回東京都議

会臨時会において、小林 健二君外１０６名の動議により、下記の要綱のとおり設置

された。 

 

記 

 

オリンピック・パラリンピック招致特別委員会設置要綱 

１ 名 称 

 オリンピック・パラリンピック招致特別委員会とする。 

２ 設置の根拠 

  地方自治法第１０９条第一項及び東京都議会委員会条例第４条による。 

３ 目 的 

２０２０年に開催される第３２回オリンピック競技大会及び第１６回パラリン

ピック競技大会の東京招致に向けた調査研究及び必要な活動を行う。 

４ 委員会の組織 

  委員の定数は、１７名とし、委員長１名、副委員長３名及び理事３名を置く。 

 

（２）委員及び役員 

ア 議長は、平成２５年８月８日の本会議に諮り、次のとおり委員を指名した。 

小林 健二君 髙橋かずみ君 

野上ゆきえ君 林田  武君 

橘  正剛君 石毛しげる君 

山﨑 一輝君 髙島なおき君 

鈴木 隆道君 立石 晴康君 

両角みのる君 川井しげお君 

畔上三和子君 酒井 大史君 

小磯 善彦君 吉田 信夫君 

村上 英子君 

 

イ 平成２５年８月８日の委員会において、次のとおり委員長、副委員長及び理事が

互選された。 

委員長  村上 英子君 

副委員長 畔上三和子君 
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副委員長 小磯 善彦君 

副委員長 髙島なおき君 

理 事  橘  正剛君 

理 事  髙橋かずみ君 

理 事  吉田 信夫君 

 

２ 調査研究及び必要な活動の経過 

本委員会は、４回の委員会及び３回の理事会を開催し、次のとおり調査研究及び必要

な活動を行った。 

年 月 日 
委員会及び理事会の調査事項 

委 員 会 理 事 会 

平成２５年 

８月８日（木） 

委員長、副委員長及び理事の互選 １ 運営要領について 

２ 今後の委員会日程について 

３ その他 

９月２６日（木） 閉会中の継続調査について  

１１月１１日（月） 報告事項（説明・質疑） 

２０２０年オリンピック・パ

ラリンピック競技大会招致活

動について 

１ 本日の委員会運営について 

２ 運営要領について 

３ 今後の委員会運営について 

４ その他 

１２月４日（水） 委員会調査報告について 

 

１ 本日の委員会運営について 

２ 委員長口頭報告について 

３ その他 

 

３ 調査・検討の概要 

本委員会は、前記のとおり、平成２５年８月８日に設置された特別委員会であるが、

第１８期において、平成２３年１２月１５日から平成２５年７月２２日まで、全く同一

目的の特別委員会が設置されていた。本委員会の調査は、第１８期の特別委員会（以下

「１８期委員会」という。）から引き続き４か月の間、精力的に調査研究及び必要な活動

を行った。 

本委員会設置の直前に、国内オリンピック委員会連合（ＡＮＯＣ）総会、ＩＯＣ評価

委員会報告書の公表、テクニカル・ブリーフィングが行われ、設置後に、招致出陣式、

ＩＯＣ総会などが開催されている。 

本委員会における調査研究及び必要な活動の具体的状況は、次のとおりである。 

（１）ＩＯＣ評価委員会報告書に関すること 

ＩＯＣ評価委員会報告書は、大会開催計画である立候補ファイルの内容を検証する

ために、ＩＯＣ評価委員会が立候補都市の３都市を訪問し、競技会場視察や質疑応答

などを実施して、その結果をまとめたものである。 
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本委員会において、平成２５年３月４日から７日までＩＯＣ委員を含む１７名のＩ

ＯＣ関係者が東京を訪問し立候補ファイルの内容について確認が行われたこと、その

結果、コンパクトな会場計画、強固な輸送ネットワーク、財政力などが非常に高く評

価されたとの報告があった。具体的な質疑では、２０１６年招致時の指摘内容である

選手村の面積やオリンピックスタジアム周辺の交通、ホテルの客室料金上限保証期間

の改善状況について議論が行われた。 

（２）国内オリンピック委員会連合（ＡＮＯＣ）総会及びテクニカル・ブリーフィングに

関すること 

平成２５年６月１４日から、国際プレゼンテーションの機会である国内オリンピッ

ク委員会連合（ＡＮＯＣ）総会が、平成２５年７月３日には、ＩＯＣ総会前に全ＩＯ

Ｃ委員へ直接プレゼンテーションを行うことができる唯一の機会であるテクニカル・

ブリーフィングが、いずれもスイスのローザンヌで行われた。 

本委員会において、それぞれのプレゼンテーションの状況やメディア等からの評価

について報告があった。また、スポーツアコード会議やＩＯＣ総会を含む全４回の国

際プレゼンテーションの戦略について質疑が行われた。 

（３）招致活動及びＩＯＣ総会に関すること 

   平成２５年８月２３日に都庁大会議場で招致出陣式を実施した。また、平成２５年

９月７日には、アルゼンチンのブエノスアイレスで開催されたＩＯＣ総会において、

２０２０年オリンピック・パラリンピック開催都市が東京に決定された。 

本委員会において、東京は、安倍総理を始め全てのプレゼンターが招致への情熱を

持ってＩＯＣ委員の心に訴えかけるプレゼンテーションを行い、まさにチーム日本一

体となった総力戦で、２０２０年オリンピック・パラリンピック大会開催都市を勝ち

取ることができたとの報告があった。具体的な質疑では、ＩＯＣ委員への働きかけや

プレゼンテーション映像などＩＯＣ総会での活動に加え、招致気運醸成に向けた都の

戦略や招致活動で培ってきたネットワークの活用、招致成功の勝因など招致活動全般

についても幅広く議論が行われた。 

（４）招致活動経費及びその他関連する事項に関すること 

   本委員会において、招致活動経費について、全体計画、今回招致経費の内訳及び決

算の見込みについて説明があった。また、新国立競技場の建設費の都の費用負担の考

え方や施設整備などについても、質疑が行われた。 

 

４ 結び 

１８期委員会では、申請ファイルの提出、立候補都市の選定、立候補ファイルの提出

などの各段階において、報告を聴取するとともに、質疑を通じて、２０２０年オリンピ

ック・パラリンピックの招致活動に対し、様々な提案を行った。 

本委員会では、２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会の東京開催の決定

を受け、１８期委員会に引き続き、ＩＯＣ評価委員会報告書、ＩＯＣ総会など、開催都
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市決定に至るまでの活動を総括的に質疑し、都の戦略や勝因などについて検証し、都民

のもとに明らかにした。 

東京が取り組んだ２０２０年オリンピック・パラリンピックの招致活動の成果が、今

後、２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会の成功に向けて十分に生かされ

ることを強く希望して、本委員会の報告とする。 
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（参  考） 

第１８期オリンピック・パラリンピック招致特別委員会中間報告書 

 

１ 本委員会の設置 

（１）設置の経過 

本委員会は、東京都議会として、２０２０年に開催される第３２回オリンピック競

技大会及び第１６回パラリンピック競技大会の東京招致に向けた調査研究及び必要

な活動を行うことを目的として、平成２３年１２月１５日の平成２３年第四回定例会

本会議において、小林 健二君外１１２名の動議により、下記の要綱のとおり設置さ

れた。 

 

記 

オリンピック・パラリンピック招致特別委員会設置要綱 

１ 名 称 オリンピック・パラリンピック招致特別委員会とする。 

２ 設置の根拠 地方自治法第１１０条及び東京都議会委員会条例第４条による。 

３ 目 的 ２０２０年に開催される第３２回オリンピック競技大会及び第１６回

パラリンピック競技大会の東京招致に向けた調査研究及び必要な活動

を行う。 

４ 委員会の組織 委員の定数は、１７名とし、委員長１名、副委員長３名、理事

３名を置く。 

 

（２）委員及び役員 

ア 議長は、平成２３年１２月１５日の本会議に諮り、次のとおり委員を指名した。 

山内れい子君 西沢けいた君 

伊藤 興一君 小山くにひこ君 

淺野 克彦君 中村ひろし君 

高橋 信博君 髙橋かずみ君 

野上 純子君 山口  拓君 

たぞえ民夫君 藤井  一君 

鈴木 隆道君 大西さとる君 

小沢 昌也君 川井しげお君 

吉野 利明君  

イ 平成２３年１２月１５日の委員会において、次のとおり委員長、副委員長及び理

事が互選された。 

委員長  山口  拓君 

副委員長 藤井  一君 

副委員長 小沢 昌也君 
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副委員長 吉野 利明君 

理 事  髙橋かずみ君 

理 事  野上 純子君 

理 事  大西さとる君 

ウ 議長は次のとおり、委員の辞任を許可し、新たに委員を指名した旨を平成２４年

６月５日の平成２４年第二回定例会本会議で報告し、承認を受けた。 

平成２４年４月４日付け 

○辞任  西沢けいた君 

     小山くにひこ君      

○選任  新井ともはる君 

     佐藤 由美君      

エ 議長は次のとおり、委員の辞任を許可し、新たに委員を指名した旨を平成２４年

９月１９日の平成２４年第三回定例会本会議で報告し、承認を受けた。 

平成２４年９月１２日付け 

○辞任  中村ひろし君 

○選任  柳ヶ瀬裕文君 

オ 議長は次のとおり、委員の辞任を許可し、新たに委員を指名した旨を平成２４年

１０月３１日の平成２４年第一回臨時会本会議で報告し、承認を受けた。 

平成２４年１０月２６日付け 

○辞任  新井ともはる君 

     大西さとる君 

○選任  くまき美奈子君 

いのつめまさみ君 

カ 平成２４年１１月９日の委員会において、山口拓委員長と小沢昌也副委員長の辞

任が許可され、欠員となった委員長及び副委員長１名並びに欠員となっていた理

事１名が次の通り互選された。 

委員長  いのつめまさみ君 

副委員長 淺野 克彦君 

理 事  くまき美奈子君 

キ 議長は次のとおり、委員の辞任を許可し、新たに委員を指名した旨を平成２５年

２月２０日の平成２５年第一回定例会本会議で報告し、承認を受けた。 

○辞任  たぞえ民夫君 

     柳ヶ瀬裕文君 

○選任  林田  武君 

吉田 信夫君 

 

２ 調査研究及び必要な活動の状況 
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本委員会は、１７回の委員会及び１２回の理事会を開催並びに１回の視察を実施し、

次のとおり調査研究及び必要な活動を行った。 

 

年 月 日 
委員会及び理事会の調査事項 

委 員 会 理 事 会 

平成２３年 

１２月１５日（木） 

１ 委員長、副委員長及び理事の

互選 

 

平成２４年 

２月６日（月） 

報告事項（説明・質疑） 

オリンピック・パラリンピッ

ク招致活動について 

１ 運営要領について 

２ 本日の委員会運営について 

３ 今後の委員会日程について 

４ その他 

２月２３日（木） 報告事項（説明） 

申請ファイルについて 

１ 本日の委員会運営について 

２ その他 

３月８日（木） １ 報告事項（質疑） 

申請ファイルについて 

２ 閉会中の継続調査について 

１ 本日の委員会運営について 

２ 閉会中の継続調査について 

３ 今後の委員会日程について 

４ その他 

５月２９日（火） 報告事項（説明） 

ＩＯＣ理事会における正式立

候補都市の承認について 

１ 本日の委員会運営について 

２ その他 

６月７日（木） １ 報告事項（質疑） 

ＩＯＣ理事会における正式立

候補都市の承認について 

２ 閉会中の継続調査について 

１ 本日の委員会運営について 

２ 閉会中の継続調査について 

３ 今後の委員会日程について 

４ その他 

８月２８日（火） 

 ～９月１日（土） 

視察 英国ロンドン市 

（１）オリンピック・パラリンピ

ック競技大会に係る実地調査 

（２）ロンドンパラリンピックの

開催状況に係る調査 

 

９月１２日（水） 報告事項（説明） 

ロンドンオリンピック・パラ

リンピックにおける招致活動

について 

１ 本日の委員会運営について 

２ 会期中の委員会日程につい

て 

３ その他 

９月２６日（水） 閉会中の継続調査について  

１１月９日（金） １ 委員長、副委員長及び理事の

互選 
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１１月１６日（金） 報告事項（質疑） 

ロンドンオリンピック・パラ

リンピックにおける招致活動

について 

１ 本日の委員会運営について 

２ その他 

１２月３日（月） 閉会中の継続調査について  

平成２５年 

１月３０日（水） 

報告事項（説明） 

（１）立候補ファイルについて 

（２）ＩＯＣ評価委員会について 

１ 本日の委員会運営について 

２ その他 

２月８日（金） 報告事項（質疑） 

（１）立候補ファイルについて 

（２）ＩＯＣ評価委員会について 

１ 本日の委員会運営について 

２ その他 

３月８日（金） 閉会中の継続調査について  

４月１０日（水） 報告事項（説明） 

ＩＯＣ評価委員会訪問の実施

状況について 

１ 本日の委員会運営について 

２ その他 

４月１７日（水） 報告事項（質疑） 

ＩＯＣ評価委員会訪問の実施

状況について 

１ 本日の委員会運営について 

２ その他 

６月３日（月） １ 委員会調査報告（中間報告

書）について 

２ 閉会中の継続調査について 

１ 本日の委員会運営について 

２ 閉会中の継続調査について 

３ その他 

 

３ 調査・検討の概要 

本委員会は、平成２３年１２月１５日に設置された後、１年６か月にわたり、精力的

に調査研究及び必要な活動を行った。 

委員会では、継続的にオリンピック・パラリンピック招致のスケジュールを確認する

とともに、招致活動の現状について報告を聴取し、質疑を行った。この間、開催基本計

画の策定、申請ファイルの提出、正式立候補都市の承認、立候補ファイルの提出、ＩＯ

Ｃ評価委員会の訪問など様々な招致活動が行われている。 

また、４年に一度という限られたオリンピック・パラリンピック開催の機会をとらえ、

ロンドンパラリンピックの開催状況等の視察を実施した。 

本委員会における調査研究及び必要な活動の具体的状況は、次のとおりである。 

（１）オリンピック・パラリンピック招致活動 

オリンピック・パラリンピック招致活動については、開催都市決定までのスケジュ

ール、他の申請都市の状況、開催都市決定の仕組み、招致体制、世論調査、これまで

の招致決議の状況について説明があった。 
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具体的な質疑では、今回の招致活動の特徴、招致活動の見通し、世論調査の手法や

結果の具体的内容、２０２０年大会の経済効果に関する見込みなどの確認が行われた。 

国内での招致活動については、全国の道府県での気運醸成策、支持率の更なる向上

策、インターネットを活用しての世論喚起の方策、具体的なＰＲ活動、招致決議の状

況などの質疑が行われた。国際的な招致活動については、国際的プロモーション活動

の重要性や人材確保策、地震に対する不安を払拭するための取組などについて質疑が

行われた。 

また、２０１６年大会招致の負債返済方法、招致活動に関する経費、マーケティン

グ専任代理店契約、復興専門委員会の検討状況などについても質疑が行われた。 

（２）申請ファイルについて 

申請ファイルについては、平成２４年２月１３日にＩＯＣに提出されたことが報告

され、次に、大会ビジョン、会場配置コンセプト及びレガシー、競技及び会場、環境

及び気象など１１章からなる内容について説明があった。また、２０２０年大会開催

に伴う復興支援策を検討するために設置された復興専門委員会の中間報告について

も説明があった。 

具体的な質疑では、東京開催の意義、大会レガシーの継承、競技会場の整備、医療

体制、招致予算の概要、大会期間中の交通混雑解消策、テロ対策、他都市の申請ファ

イルの特徴などについて議論が行われた。 

復興専門委員会の中間報告に関しては、大会準備期間における事業や招致段階での

取組などについて質疑が行われた。 

また、ロンドンオリンピックにおける国際プロモーション活動や東京の安全性をア

ピールする取組についても質疑が行われた。 

（３）ＩＯＣ理事会における正式立候補都市の承認 

現地時間平成２４年５月２３日に、カナダ・ケベックで開かれたＩＯＣ理事会にお

いて、立候補を申請した５都市の中から、東京、イスタンブール、マドリードの３都

市が立候補都市として選定された。発表された評価結果では、東京が、１４項目のう

ちメディアセンター（ＩＢＣ、ＭＰＣ）、宿泊施設、輸送、医療及びドーピングコン

トロールなど７項目で最高評点を獲得し、総合評価で非常に強力との評価を得たこと

が報告された。 

具体的な質疑では、ＩＯＣによる評価の具体的な内容、ＩＯＣによる世論調査結果

などの確認が行われた。 

また、災害対策、受動喫煙対策、今後の広報戦略、障害者にも配慮した施設整備、

オリンピックスタジアムの整備規模や経費、ロンドンオリンピック開催時に設置され

るジャパンハウス、オフィシャルパートナーなどについても議論が行われた。 

（４）視察（英国ロンドン市） 

平成２４年８月２８日から９月１日までの間、オリンピック・パラリンピック競技

大会に関する実地調査及びロンドンパラリンピックの開催状況に係る調査を実施す
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るため、英国のロンドン市を視察した。 

視察では、ロンドンパラリンピック開会式・個別競技の開催に係る運営や施設の状

況調査、ＪＳＣ（日本スポーツ振興センター）のロンドン事務所長からの説明聴取と

意見交換、ＪＰＣ（日本パラリンピック委員会）及び都で設置したジャパンハウスで

の日本代表経験者との意見交換や在英国日本国大使館への訪問などを行った。 

（５）ロンドンオリンピック・パラリンピックにおける招致活動について 

ロンドンオリンピック・パラリンピック開催期間中の招致活動については、ジャパ

ンハウスでの招致活動、国際レセプションの開催、ＩＦ（国際競技連盟）との調整、

ＩＯＣ及びロンドン大会組織委員会が主催するオブザーバープログラムへの参加、オ

リンピックパークを中心とした各種競技会場や会場周辺の輸送状況の視察、ＩＯＣホ

テルなど宿泊施設等の視察などについて報告があった。 

ロンドン大会での成果と課題、ロンドンでの招致経費、立候補ファイル提出に向け

ての取組、カヌー施設の建設や国立競技場の改築、大会終了後の施設利用などについ

て質疑が行われた。 

（６）立候補ファイル及びＩＯＣ評価委員会について 

立候補ファイルについては、平成２５年１月７日にＩＯＣに提出されたことが報告

され、次に、大会の全体的なコンセプト、政治及び市民の支援、環境、財政など１４

のテーマからなる内容について説明があった。 

ＩＯＣ評価委員会については、東京訪問の日程、評価委員会委員、評価委員会対応

の方針などについて説明があった。また、９月７日のＩＯＣ総会までの国際招致活動

の流れについても説明があった。 

具体的な質疑では、立候補ファイルについては、東京の強み、都民の支持率、選手

村の整備内容、宿泊施設、輸送インフラの整備、施設整備に当たっての液状化対策、

開催準備基金の使途、大会開催時の市民生活への影響を抑えるための取組などについ

て議論が行われた。 

ＩＯＣ評価委員会については、東京訪問時の具体的な対応やアピールポイントなど

について質疑が行われた。 

（７）ＩＯＣ評価委員会の東京訪問 

平成２５年３月４日から７日まで行われたＩＯＣ評価委員会の東京訪問については、

概要や成果などの報告があった。 

 

４ 今後の予定 

平成２５年の今後の主な予定としては、６月１４日から１６日まで国内オリンピッ

ク委員会連合総会がスイスのローザンヌで開催される。その後、ＩＯＣ評価委員会の

報告書が公表される予定であり、７月３日、４日にスイスのローザンヌで開催される

ＩＯＣテクニカルブリーフィングで、立候補ファイルに関するプレゼンテーションな

どが行われる。 
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そして、９月７日にアルゼンチンのブエノスアイレスで開催されるＩＯＣ総会で、

２０２０年オリンピックの開催都市が決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


